
小笠原母島の希少樹種等遺伝資源の保存事業について 

－第 1～4期（平成 14～令和 3年度）の計画と実施状況－ 
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1 はじめに 

小笠原諸島には世界的に貴重な固有の生物種が数多く

生息・生育しており、小笠原国有林では、これらの固有種

の価値を評価・認識し、その保全に必須である自然環境を

将来にわたり維持・管理していくことを基本方針としてあ

げている。また、外来生物が固有種の生息・生育環境に及

ぼす深刻な被害が増加する傾向にあり、外来生物の駆除対

策や絶滅が危惧される固有種を保全するための増殖対策

を積極的に講じる必要性が高まっている５）。 

このような状況において、関東森林管理局東京分局が設

置した「小笠原国有林の取扱いに関する検討委員会」では、

外来生物（移入植物）対策の一環として、アカギが繁殖す

る前の植生を回復及び復元をすることを目標として、減

少・滅失の恐れがある林木遺伝資源を積極的に保存するた

めに、林木育種センターと国有林が共同で希少樹種等の遺

伝資源の生息域外保存（現地外保存）に取り組むことが提

言された１）。さらにこの提言を受けて、関東森林管理局東

京分局と林木育種センターとの間で「関東森林管理局東京

分局と独立行政法人林木育種センターが共同で実施する

小笠原母島の希少樹種等遺伝資源の保存事業に関する覚

書」を平成 14年 3月 29日付で締結し、母島におけるアカ

ギ駆除跡地を活用して、希少樹種等の遺伝資源の現地外保

存を行う事業が開始された２）、７）。当該現地外保存の植栽地

は、小笠原村母島の桑の木山国有林 28林班ろ、は小班であ

る。 

本報告では、この小笠原村母島の希少樹種等遺伝資源の

保存事業について、これまで実施された第 1～4 期（平成

14～令和 3年度）までの計画とその実施状況をとりまとめ

た。 

2 保存事業の計画の概要 

本事業では、平成 14 年度から 5 年度ごとに実施計画を

策定した。以下に、第 1～4 期までの実施計画の概要を示

す。 

（1）第 1期（平成 14～18年度）の計画 

・希少草本類及び木本類の調査と遺伝資源を植栽する予定

地の環境の調査等を行う。 

・保存する遺伝資源として、小笠原諸島（母島）に生育す

る 13樹種６）について各々10系統を保存する。内訳は絶滅

危惧種４）を含む小笠原固有種 11 樹種：オオバシマムラサ

キ、オオバシロテツ、オオヤマイチジク（IA 類(CR)）、オ

ガサワラグワ（IA 類(CR)）、シマホルトノキ、セキモンノ

キ（IA類(CR)）、ハハジマトベラ（Ⅱ類(VU)）、ハハジマノ

ボタン（IB 類(EN)）、ムニンイヌグス、ムニンシロダモ、

ムニンモチ（IB類(EN)）及び広域分布種 2種：アデク、ウ

ドノキである。 

・植栽地に生育するアカギを駆除するために巻枯らし処理

と萌芽枝の除去処理を施す。 

・各々の樹種について 10 個体から採種し、育成した実生

苗を順次植栽する。 

・植栽木の活着と成長の状況を調査する。

（2）第 2期（平成 19～23年度）の計画 

・第 1期に保存できなかった遺伝資源について、育成した

実生苗を順次植栽する。 

・植栽後に枯死した遺伝資源を補植する。

・巻枯らし処理を施したアカギの萌芽枝を除去する。

・保存した遺伝資源に、標示ラベルと系統標示杭を設置す

る。 

・植栽木の活着と成長の状況を調査する。

（3）第 3期（平成 24～28年度）の計画 

・巻枯らし処理を施したアカギの萌芽枝を除去する。

・保存した遺伝資源に設置した標示ラベルと系統標示杭を

管理する。 

・植栽木の活着と成長の状況を調査する。

（4）第 4期（平成 29～令和 3年度）の計画 

・巻枯らし処理を施したアカギの萌芽枝を除去する。

※ 現在 林木育種センター 遺伝資源部 探索収集課 ※※ 現在 林木育種センター 育種部 育種第二課

※※※  現在 関西育種場 育種課 ※※※※  現在 林木育種センター 遺伝資源部 保存評価課
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・保存した遺伝資源に設置した標示ラベルと系統標示杭を 管理する。 

・植栽木の活着と成長の状況を調査する。 

・第 4期計画終了後に保存事業の進め方の検討会を開催

する。 

・保存事業の実施状況をまとめた「遺伝資源保存林設定

成果報告書」を作成する。 

 

3 保存事業の実施状況 

（1）遺伝資源を植栽する予定地における環境と希少草

本・木本類の調査及び検討委員会の開催 

遺伝資源を植栽する予定地において、第 1期計画の開

始前の平成 13 年度に、林木育種センターが測量と照度

測定を行った。また、林木育種センターが委託した(特)

小笠原野生生物研究会は、希少草本類の種類と個体の位

置を把握するための調査を実施し、検討委員会（委員：

清水善和・駒澤大学教授、豊田武司・元森林総合研究所

主任研究官、安部哲人・森林総合研究所群落動態研究室

研究員）を開催して、調査した希少草本類の種類と個体

の位置等について、遺伝資源の植栽地を造成する時に考

慮するべき情報として取りまとめた。さらに、希少木本

類の種類と個体の位置を把握するための調査については、

林木育種センターが第 1期計画の平成 14から 15年度に

かけて実施した。以上の調査結果をもとに、林木育種セ

ンターが植栽予定地の評価を委託した清水善和・駒澤大

学教授が「母島桑ノ木山試験地の評価」として取りまと

めて、保存する遺伝資源の植栽の方針等について示した。 

（2）遺伝資源の種子の採取・保存と実生苗の育成 

遺伝資源の採種と実生苗の育成は、第 1期計画の開始

前の平成 13年度から第 2期計画中の平成 21年度まで行

われ、平成 13から 20年度までは林木育種センターが委

託した(社)林木育種協会が実施し、平成 21 年度は林木

育種センターが実施した。なお、(社)ゴルファーの緑化

促進協力会から協賛金として、平成 15から 17年度まで

の間、委託経費の一部が提供された。この 9年の期間内

に遺伝資源として 13樹種・240系統の種子を採取して実

生苗を育成した。実生苗の育成には、ハハジマノボタン

とムニンイヌグスでは 4年間、ムニンモチでは 5年間、

その他の樹種では 3年間を要した。 

（3）アカギの駆除 

第 1 期計画の開始前の平成 13 年度に、遺伝資源を植

栽する予定地に生育するすべてのアカギについて、樹高

と胸高直径を測定し、個体を管理するためのナンバーテ

ープを取り付けた。アカギの駆除・巻枯らし処理と萌芽

枝の除去処理は(写真 1)、平成 14 と 15 年度に林木育種

センターが委託した(財)林野弘済会東京支部によって実

施された。 

 

（4）遺伝資源の実生苗の植栽 

遺伝資源の実生苗の植栽は、第 1 期計画の平成 16 年

度に開始し、追加植栽と補植を含めて第 2期計画の平成

21年度まで行われた。この 6年の期間内に遺伝資源とし

て 13 樹種・189 系統の実生苗が総計で 1,716 本植栽さ

れ、第 4 期計画の令和 3 年度末の時点で 145 系統・821

本が生存していた。 

（5）遺伝資源の植栽木の活着と成長の状況の調査 

第 1 期計画の平成 16 年度から第 4 期計画の令和 3 年

度まで、遺伝資源の植栽木の樹高、胸高直径と生存率を

調査した。絶滅危惧種の多くは生存率が低下したことか

ら、環境適応性が低いことが示唆された３）（図 1）。一方、

写真 1 アカギの駆除 上：アカギに占有された森

林 下：巻き枯らし処理後４年目のアカギ 
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その他の小笠原固有種は広域分布種と同等の生存率であ

ったことから、環境適応性は高いと考えられた。 

（6）遺伝資源保存林設定成果報告書の作成 

 第 4期計画終了後に保存事業の進め方の検討会を開催

することとしていたが、新型コロナウィルス感染症対策

より中止とした。また、保存事業の実施状況をまとめた

「遺伝資源保存林設定成果報告書」を作成し、関東森林

管理局に提出した。 

 

4 おわりに 

平成 14 年度から取り組んだアカギ駆除跡地を活用し

て小笠原村母島に生息する希少樹種等の遺伝資源を現地

外保存する本事業では、令和 3 年度末時点で 13 樹種・

145系統の実生苗を総計で821本保存することができた。

しかしながら、保存された絶滅危惧種の実生苗の生存率

は年々低下していることから、これらの樹種は環境適応

性が低く、保存に適した場所の選定や保育管理の必要性

が示唆された。 

令和 4年度から始まる第 5期計画では、現地外保存さ

れている遺伝資源を維持するために、保育管理とモニタ

リング調査を継続する予定である。 
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図 1 植栽木の生育状況の推移 

（森林遺伝育種学会第 8回大会の図３）を改変） 
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